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（ 公印省略 ）

夏休みの過ごし方について(お願い)

小暑の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと慶び申し上げます。
さて、もうすぐ夏休みが始まります。夏休みは、家庭や地域において主体的な生活体験、自

然体験、社会体験などを行う絶好の機会でもあります。
つきましては、安全で充実した夏休みが過ごせるように、下記のことをご家族で読み合わせ

いただき、お子様の安全確保にご留意くださいますようお願いいたします。

記

１ 夏休み期間：７月 21日（金）～ ８月 24 日（木） 【土日を含めて 35 日間】

２ 夏休みの意義
(1) 家庭や地域とのふれあいを深め、学校生活では体験できない様々な経験の機会とする。
(2) 趣味や興味・関心を生かし、自分の課題に主体的に取り組む機会とする。
(3) 心身に休養を与え、健康の保持増進の機会とする。

３ 夏休みの生活と安全確保
(1) 生活・学習・地域活動等について
① 生活リズムを整えましょう。（起床時刻、学習時間、帰宅時刻、就寝時刻等）
② お手伝いをしましょう。家族団らんの中で温かい人間関係をつくりましょう。
③ いろいろな学習機会に参加し、見聞を広めましょう。
（地域行事への参加、図書館、博物館見学、ボランティア活動、様々な体験活動等）

(2) 交通安全について
① 交通ルールを守る。（横断歩道を渡る等）
② 交通事故に巻き込まれないように、道路を横断する際の左右の安全確認を徹底する。
③ 自転車の安全点検やヘルメットを着用する。
④ 交通規則に従った安全な自転車の乗り方を確認する。

(3) 水難事故防止について
① 子どもだけで海や河川等へは行かない。（必ず保護者や大人と一緒に行く）
② 遊泳禁止区域で泳がない。
③ 海や河川で遊ぶときは、ライフジャケット等を着用する。

(4) 熱中症予防について
① 活動中は、こまめな水分補給を心がける。
② 屋内では、常に風通しをよくし換気に気をつける。
③ 屋外では、通気性の良い帽子等を着用して活動する。

(5) 自然災害等について
① 台風接近時には、常に情報等に気をつけ、暴風警報発表時には外出しない。
② 大雨注意報等の発表時には、河川等で遊泳したり近づいたりしない。
③ 落雷や竜巻注意情報に注意し、その際は外出を控える。
④ 地震発生時には、近くのテーブル等の下へ避難し、その後安全な場所へ避難する。
⑤ 津波発生時には、高台やビルの屋上等、安全な場所へ避難する。
⑥ 自然災害が発生した際の避難場所を、家族で確認しておく。

(6) 不審者対策
① 外出する際には、「どこへ、だれと、帰る時刻等」の事前確認を徹底する。
② 「いかのおすし」を親子で確認する。

４ その他
☆ ８月７日（月）～８月 10 日（木）は、豊見城市学校閉庁日となっており、電話・来
客対応はできません。必要な場合は、閉庁期間以外の平日にご連絡下さい。

☆ 1 学期後半開始は、８月 25日（金）です。8:00～ 8:15 の間に登校させて下さい。
（詳しくは、学年から配布されるお便りをご確認下さい。）


